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経過昭和51年 3 月、神崎~能登川町徽山上に自然遊

砂追を級殺するにあたり、!倣道にi半なう側滅工-1jJ.がおよ

なわれた。このl劇こ、犯手付盗、地、長頚畿各一点、及

び火4~'符の tJ:lょをみたのである .

位置 撒山(観音寺山)li、事jll崎郡能登川町、間五個

荘i灯、 1市生郡安土町の三町にまたがる僚tli433耐の独立

丘綾である。西{立、滋賀l泉・における農業生濃の中心地併

である近江盆地が琵琶湖に絞き、*は奥深〈、 三泉保と

の県境をなす鈴i鬼山脈に至る.また、 m(ま野洲W3にまで

至上六世:紀後半以降、 fJ1}M.~鮮の一大成業生産地とな っ

た鋭iJJに続き、北へは先のili:江余地がi事t'ilとのびている。

きて、その鰍山 (在地管寺山)上にある微宝(さんぼう )

神社に向ゥて参道を登りつめ、 二つ悶の尾絞め頂上部北

ffllJ鞍苦11に、今回のj倣fi-総出土地点がある。

i宣車修 fnq詩専の断稲観察から、競伺・務{立直径500m粧の土

捕におさめられていたものと後定される.土蛾li:t也山を

搬 1)込ん:てつくられているが、士tl時内上帝11に木炭妹と忠、

われる!M色の層が夜、められた。土鳩底部では炭の層が認

められないよとから、磁1H!器埋設後にその上部に』誌を敷

いたものかとみ-えられる.封土、外部地設は無〈、外部

よリ一見して火事事績惑を隠;哉させるものは{iiTもj縫い状態

Jであった。

遺物把手イ寸蛮~I止、現存口縁部後100m 、 3itz・T，26側、

綱ffil先立大径30.80聞を測る須怒号告である。全体に灰白色を

.a!し、岡部には淡緑色め粕が付苅している。線形li、仁l

織部が欠損しているのか、あるいは最初から無類であ っ

たのかは決めかねる。ただ現存するロ紋端部はきわめて

丁~rな仕上げて・あれ内而にも明l僚な頭部接合痕が認め

られず、無口類の可能性も強い.府部li弱くはり出し、

不盟主形な把手が一方に付け られている。休部から底部付

近にが'J つ ては、 lj~いへラケズリで泌総がなされており、

筋合{立欠失している.府部にこの税の犯乎を有する遊{主、

県下の出土品にその級制加lがない。

地①{止、抱手付費②の殺に転用されていたもので、口

線一間3径20師、線路 6.6伽をiJ(lJる灰利i陶穏である。全体に

淡い灰色を塁し、口縁部近くに淡緑色の~~!い病bが施され

ている。日縁部はゆるい聖母曲を持ち、先端部は属幽して
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水平方向に延びる.底~I:ヘラオコシによって切リ緩されている. (.IjtilH響曲したlt方形をJ，iし、 a・$Ii丸〈お

さめられている.路部内出には、:nUJ伎が~められ、おそら<:iF.位置によるJnJ.l俊さが必こなわれた bのと恕Lゎ

Jtる.

i毛頻燈~I:、口総務後1伽冊、総i向20.40輔、最大続部径 7.4帽を測る"'0ι絡である.内外商と b ，'(以色を呈し、

fJ1f~付近に若z予の紬の付般が認められる. u*ま郷1:水平方向に延び、轡l倫をも勺て光治部をおさめる.M郁1:6 

"'"と鎚〈、休部との機令官fll:n級官匹に比して総〈、接合の際の粘土I子今1{~ms分が砿認で怠る.体育ßI主全体に)L

臥をおび、ずんぐリした懇形で、内i面はほとんど調態されておらず、料i:1:紐泌を明瞭に残す.底的は糸切りによ

る切厳しであり.平絡をh¥す.

まとめ 今副の出土地点を少し.J:守たI氏上穏に鐙ノチ山山頂，JjJAの縦穴式行進がl湖Uしておリ、ょのぬ11"怒と

のnlll・、何らかの附速があったのではないかときわめて暗示的である Jぃ検えれば、必減としての一定の慨念

のもとに、常々として海事棋の儀式が行なわれたと考えるニとができるかもしれない.また、fi!tllJ(鋭1'f '，~llJ )の

特株なありんを考慮するなら、広大なiliiL盆地の生産をそのパゾクボーンとした、 It=it!!.イi力fiTiH:その彼持者と

考えるJJ~t. 'iJ能であろう .つまリ、 l~l1i-í~礼に対する思想的n妖の変化1.: b かかわらず、 r'iHゑの、ZJtl!.を il~す点に

ついて母えてみる必泌があるのではなかろうか。

j監物に |制 しては、先ìíのIm < 、 I~抵'IH，出として使用されていた磁の形態の4抑~1"1:があげられるであろう.ょのよ

うなJ¥'Jiに他予をイIする・授のHILをはたのは、 jfr江にあっては批初 ('J>リ、かつ他，iJi"にあっても、ぷだその織

作例はないようである.今、ゐえて制i・ al'Jするなら、総骨絡め用途のためl'特別に焼成された骨量形であるとする 'J~

が、ttI米るかもしれない ( t1111.fiJ彦)

2.守山市服部遺跡出上の

奉務銭・冥銭と考えられる

小型円板の一例

;;: 111 ，liJlUm il'U事よリl昭和51年の側企において.実銭あ

るいはJ長官時銭にi世111~ Jlたのではないかと巧えられてい

る小市flH泌が:H・1:しているので紹介しえも、

小叩flH従li 、!f紛1111'" 例川改修~t:jJ'がめ孟るごく kti!i:

まで似~Jねされていた尿路内のj能似 :1:'1'より 111 : 1: した. jfi-

物はj!i111:のものと折fi山される・l'必11dP加1:にして川形にし ‘ 

たもので、 i代後 4.5側、"/さ1.6酬を自1'1る. t:~..1，; l' 1桜ム f 
i孤のIlll'tI'心に、 II(作 0.4側、泌さ 0.4酬の小イしが第た

れている.色r:L'41:、J<・災loiが淡!).I也、 InrllAIが，'1'自民色を

J註している.IIINの.~完Jfm 、 lも ~flllHIニ.JT.liIJ ) f:のち、

側向.を前いて-・l'滑にfl:_I:lf1.ょLのである.

今;例にみらlLるような.ょt:芯Ji・なり， JLI¥‘合加1:にした

o 5 d、.'¥'!円.，il:、J!I.(I;のとニろ県下においてはまだ従兄が線

a ， I 1<個} じられてい合、、し:かし他府県にJH・て t品、 '1'.<附利35

-36年に銅従さ Jll~ {~1~ ，Ii ，(;興寺b低減i幼包桜l;dリ多品t

に111:I二し、!日仰資料として治1Iされている .Ji;興当字紙楽坊例はその:IU:状況から、小，1'lPI似の川'JUIをiC/'時代前

l切に、止たその111;傘を爽1>1<にむさめる誌銭あるいは卒者専銭ではないかとする凡断が11¥されていゐ%その後、広刈

似 I.'(ii r.tr薗fi1t跡や、 UE Jぶr.JI~削減"もなどの中 ・ 近t止の遺跡からも:1I:I:h'~ じられ、 ~I.l的に 1;: <分..fIjしている

ニとが6tlt2.されるようにな司 1.:.. た 1';、よれら ~地で出土する小川1[H'iの多< /i、小'¥'!の:1二帥.抗・1:総合利111した

b のが多〈、瓦t/.KLC したI~は比終的少な\'.また加l工 L 、IlWihi をm刊号ただけでlî'μ 、た例Ii I~ " 1，い少ない.

本例と飯似した資料としては、 十必興守自伝来坊包正k坑日it資科111 1 ニ、 1 :i lrl~iJ時期と思われるJi， 1\・~加工した斑

径 .1.4師、仰さ1. 5輔の小型門紙が1，る.二れも笠形1: 、IIltfllil'事:li :l:例 lと l~iJ~氏側耐t~弘、て llt滑にし九臥を
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もたせたものである.

(綾) 辻村泰悶 ・水野正好「南部元興寺極楽幼中世俗iflJ資料包磁坑発掘閥jIE概要j ( r大和文化研究J 7-1 

大和文化研究会昭和37.if-)
~世康保l明「小型円板J (r日本仏教民イ谷必礎資料J.I!成』第 4巻 中央公論美術出版 昭和52年)

(昔皆様保明)

3.草津市観音堂遺跡出土の

古瓦を加工した小型円板

昭利51年秋に発御e絢資をおこなった草津市観音堂巡跡より、

向日瓦片を符加工したノl、担問板が2点出土しているので紹介

しておきたも、。小型円板lまSDSとよばれている鴻内から山

ょしたもので、この輔の遺物としては、出土状況、時期の検

定ができる~.資料である .

E
 

回
。 5 

(cm) 

i古物は、平瓦の破片を加工して円形にしたもので、 一つは長径 2.2側、短径 1.70附、厚さ1.3酬を扱IJる。色捌

l:t、やや補色を翁ぴた灰白色をE乏している。型造形i立、平瓦のmg蔚を利用して不銭円に粗〈打ちI1l1Jったものである。

他の一つは、以後 2.0師、知後 L40m、原さ1.80加を測る。色捌{立、禍色を締ぴた灰白色を呈している。務彩l主、

lKIJ而を上下から組〈打ち倒ったものであるが、後にくらべて厚さが比較的厚いため円板状とはいいがたく、方形

のサイコロめような感じである。ともに出土層f立から、時JtI)として平安時代より下降することはないと考えられ

る。

ょうした小型問板と、中 .i1i:1肢の務饗銭 ・3ミ銭と推定される遺物と比較すると、形態、銭形、紫材は類似する

が、径と厚さの比務から、両者にやや外鋭の迎いが感じられる.

同惨な小型円板は、飯岡県筑柴11日太宰府町御笠川市粂坊遺跡からも出土が報告されている。臨ここでち本例と同

様、絡子日、.{jj日などのある瓦を再加工している。ただ出士市f立がI明確に記述さtLておらず、本文のとおり:.00解

すれば中世以前にさかのぼりうるものである。

こうした巡物が、中 .ill:i仕の小型円械と問機な用途か、あるいはまったく拠ったものであるのかは今後の研究

線婚であろう .

( ;tt) 前川城洋 ・新lfit正典 ・浜国信也 r縞阿南バイパス関係雄総文化財閥設報告一一筑3幹部太宰府町所イ正御笠

川I有条坊遺跡』第 2-l.I! (福岡県教11委只会 昭和50年)
(辻広志 ...lftb.矧呆明)

4. 大津市錦織 1丁目

水車谷古墳

紋近、水!ji谷古績が米制変のまま破壊された。この

この古墳は周知の遺跡で、これまで各報告~にも記載

さfLているものであった。

ここでは、私が昭和51年の存に行った、分布調貨の

すそ料を紹介して記録に留めておきたい.

- 3-
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水ll(宇品古境l主、皇子山の前向、 j泊称慰霊熔から北へ50".ほどのとよろにあり、穂高 154怖から 156隅にかけて

の位智't!:tl.ïめていた。古績は、 I~J刈が切できる格好の地にあり、火Aに滋~mを中心とする古噴併では肢も I討

であることなどから、この古4貨の持つむL:l(1よ特にm減せねばならないものがあった。

続丘U:;鴻径の降すでに過去の 1:取リで大与〈削られ、写真に訴すような状態であった.これは、.rnl.H兵干拓の

土取リと同時期になされたものと思われる.占境の規模l主、不明E症ながらも j([筏約12闘はどで、主体8lI1ま構内に

開11する1苅納式の繊穴式石症であうた.石室の.l't$)f，直は、会長 5.5圏、玄E径の奥峻輔2.45園、千i1鴫1¥t:3.26圃.友

側明3.24刷、関商さ2.63問、 1L備制0.59棚、有袖幅0.40問、後遺制1.20酬で、後遣の長さは破泌されてはいるが

現状でli、右側峻1.60柄、同向さ 1.63 '"、左側唆2.30闘であった.

1i!¥!の悦祭結果として、jf_}J形平1筒ではないが、大i'i!北郊の徽穴式利容の特徴を示すものでみる.干j:'fの構造

{志、.h!.1:lf行を 2石、袖石にI;t.)e.:r，を縦に使関し、入綴大の行を千i3イi、奥R段ll5底務11を織に殺かせ4行使用す

るなどの諸条件から、悩王子 2'~;'fllよリやや下|悔する |待lUJが.l'fえられる。な S昔話奏遣の外B~~ や外t並列イ7などの設

1~1 は、J<ïfri鋭祭からでは磁認できなかった. (仏IBm安)

.......鯛査抄報.....
ー 穴太遺跡の発銀鶴.-

滋賀県ぬ育委民会 .Jt.t問法人滋賀県文化財保漣協会{立国道 16]~.バイパス

(i'Y大iltバイパス)建設にj'jiい、大iltrliJ援本火太町に;W.(fする穴太遺跡のぷJ級

品~1'r:を IIB手1151年10月から漫年 3 J)にかけて災地した.

今Irijの iJ，~ 1E対象J1þ， 1ま穴太JlH高め京市ffllで、パイバス予定路線 1:約 500m の純

間内の 3J也成である. ー番i14}jのAJ也i乏では 6世紀の巡り{・J'ltカマドをイ了する

駿穴f.ÈI~}跡 2 }，ム署長良時代頃の樹立~HI!.物などのi酎待と占.t.rt時代初雌から '1~安・

時代にわたる泌物が検出された.

中央宮誌の B地区では古境時代初uiîの万形周溺.1$ゃ~穴住l必勝、 J総 \U主主E物な

どが. ー得点のC地区ではr'JJJ.lUJの')j形1{.、.!IJ.:tHlß叢文事f)L.託、彼1t-必{~;文軒

丸瓦などをt完成した瓦窯 11，存、制 ~t{Hß物などが検出された.特1・この瓦.~誌は

JtlW~J他の中央官111二、焚口を~.十jtJiのJ二郎に ìi'ì:~、焼成宮容を下部1': して:ヒ殺して繊

祭してある点が特異である.

しかし、焼成ffi\li大部分がすでにkJt作によってtl'i失しているため、 ~t~jfi:の枠

制 lよ 1列般にし~!~ない。
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久野鶴遺跡発掘調査線告.

B 5事IJ 17頁写真図版11

lIlS00 〒 200

宅地巡成Iニ1料、sIHIlS21Jt
2月に災地 Lた野洲町久野

修遺跡の綱資銀狩~!I. 弥生

時代後期と総定されるitr申
書宇と、湖南地万lI!fflIlよおけ

る後期弥生式:Liゅの9fTを斜.

袋内第V~書式お よび野洲付

近の iお;:I:; L側部との!tt~t刈

淡をH"~.


